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１. 四半期業績の概況の作成等に係る事項

　　①財務諸表等の作成に際して準拠した基準      :   米国会計基準

　　②公認会計士又は監査法人による関与の状況  :   無

　　③連結及び持分法の適用範囲　　　　 　　　 　   :   連結子会社数　978社　　持分法適用関連会社数　165社

２. 17年 3月期　第1四半期の連結業績(平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 6月 30日)

(1)経営成績(連結)の進捗状況

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年 3月期第1四半期 2,063,424 8.8 37,688 - 45,830 - 25,738 -
16年 3月期第1四半期 1,895,963 1.6 △ 33,733 - △ 30,919 - △ 34,162 -

(参考) 16年 3月期 8,632,450 5.4 184,863 20.9 237,149 144.9 38,494 △ 12.8

  

百万円 ％ 円 銭 円 銭

17年 3月期第1四半期 16,038 - 4 86 4 80
16年 3月期第1四半期 △ 38,402 - △ 11 57 - -

(参考) 16年 3月期 15,876 △ 43.0 4 81 4 75
(注) 売上高、営業利益(損失)、税引前当期純利益(損失)、少数株主持分控除前利益(損失)、当期純利益(損失)におけるパーセント表示は対前年同期増減率を示します。

(2)財政状態(連結)の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

17年 3月期第1四半期 9,650,530 2,172,474 22.5 658 76
16年 3月期第1四半期 9,983,169 1,769,811 17.7 536 58

(参考) 16年 3月期 9,590,322 2,168,131 22.6 657 42
(注) 期末発行済株式数(連結) 17年3月期 第1四半期 3,297,811,873株     16年3月期 第1四半期 3,298,295,564株    

(3)連結キャッシュ･フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

17年 3月期第1四半期 △ 17,527 △ 136,487 28,601 642,065
16年 3月期第1四半期 △ 22,891 △ 148,721 17,206 674,598

(参考) 16年 3月期 606,543 △ 270,553 △ 374,435 764,396

３. 17年 3月期の連結業績予想(平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日)

　

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

中間期 4,150,000 90,000 80,000 43,000 25,000
なお、通期の連結業績予想については、平成16年3月期決算発表時(平成16年4月28日)の見通しを変更しておりません。

（注）

潜在株式調整後
1株当り当期純利益

当期純利益(損失)

税引前当期
純利益(損失)

少数株主持分
控除前利益(損失)

営業利益(損失)売    上    高

現金及び現金等価物
期　末　残　高

1株当り株主資本

財務活動に関する
キャッシュ･フロー

株主資本比率

1株当り
当期純利益(損失)

総  資  産 株  主  資　本

営業活動に関する
キャッシュ･フロー

投資活動に関する
キャッシュ･フロー

当期純利益売　　上　　高 営  業  利  益 税引前当期純利益
少数株主持分
控除前利益

上記の予想は、当社が本資料の発表日現在において合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は予想と大きく異なることが
ありえます。業績予想の利用にあたっての注意事項等については、「2004年度第1四半期　連結決算の概要」の6ページを参照して下さい。

問合わせ先責任者

代　　 　表　　　　者 役職名

役職名

代表執行役　執行役社長

コーポレート・コミュニケーション本部　広報部　部長代理
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2004 年 7 月 29 日 

株式会社日立製作所 

コード番号 6501 

 
 

 
2004 年度第１四半期 連結決算の概要 

 

 

 

第 １ 四 半 期 

2004 年度 2003 年度 
自 2004 年 4 月 31 日 自 2003 年 4 月 31 日 

 

至 2004 年 6 月 30 日 至 2003 年 6 月 30 日 

前 年

同 期 比

億円 億円 ％ 
売 上 高 

20,634 18,959 109 
億円 億円 ％ 

営 業 利 益 （ 損 失 ） 
376 △337 - 

億円 億円 ％ 
税引前当期純利益（損失） 

458 △309 - 
億円 億円 ％ 少 数 株 主 持 分 

控 除 前 利 益 （ 損 失 ） 257 △341 - 
億円 億円 ％ 

当 期 純 利 益 （ 損 失 ） 
160 △384 - 

１ 株 当 り 円 円 ％ 

当 期 純 利 益 （ 損 失 ） 4.86 △11.57 - 
円 円 ％ 潜 在 株 式 調 整 後 

1 株 当 り 当 期 純 利 益 4.80 - - 

（注） １．当社の連結財務諸表は、米国会計基準に基づいて作成しています。 

 ２．セグメント情報及び営業利益（損失）は、日本基準に基づいて作成しています。 

 ３．連結子会社数は 978 社、持分法適用関連会社数は 165 社です。 

 ４．四半期の連結財務諸表については、公認会計士の監査を受けていません。 

 

 



経営成績
 
(1)２００４年度第１四半期連結決算の概要 
 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高 ２兆０，６３４億円 （１０９％） 
営 業 利 益 ３７６億円 （ － ％） 
税 引 前 当 期 純 利 益 ４５８億円 （ － ％） 
少数株主持分控除前利益 ２５７億円 （ － ％） 
当 期 純 利 益 １６０億円 （ － ％） 

 
当四半期においては、世界経済は、米国経済が引き続き好調に推移した他、米国や中国向け輸出に支え

られたアジア経済も好調に推移しました。 

 日本経済も、輸出の好調と企業収益の回復に加え、民間設備投資が増加する等好調でした。 
 
このような状況下、当四半期の連結ベースでの実績は、２００４年３月期決算発表日時点（２００４年

４月２８日時点）での見通しを上回りました。 
 
売上高は、デジタル家電市場の好調に支えられた電子デバイス部門や、デジタルメディア・民生機器 

部門、高機能材料部門が前年同期に比べて大きく伸長したこと等により、前年同期比９％増の  
２兆０，６３４億円となりました。 
営業損益については、電力・産業システム部門を除く全ての部門が黒字となり、前年同期の３３７億円

の営業損失から、３７６億円の営業利益となりました。 
 
営業外収益については、ほぼ前年同期並みの１７５億円となりました。営業外費用については、持分法

損益が改善したこと等により、前年同期比３５％減の９３億円となりました。 
 
これらの結果、税引前当期純損益は、前年同期の３０９億円の税引前当期純損失から、４５８億円の税

引前当期純利益となり、また法人税等を差し引いた少数株主持分控除前損益は、前年同期の３４１億円の

少数株主持分控除前損失から、２５７億円の少数株主持分控除前利益となりました。当期純損益は前年同

期の３８４億円の当期純損失から、１６０億円の当期純利益となりました。 
 

(2)部門別売上高・営業利益（損失）の概況 
 
 売上高については、物流及びサービス他部門、金融サービス部門を除く５部門が前年同期を上回りまし

た。また、営業利益については、電力・産業システム部門を除く全ての部門が、前年同期を上回りました。 
売上高及び営業利益はともに、２００４年３月期決算発表日時点の見通しを上回りました。 
各部門の概況は、以下の通りです。 
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[情報通信システム] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高 ４，８０４億円 （１０７％） 
営 業 利 益 ５６億円 （ － ％） 

 
情報通信システム部門の売上高は、ソフト／サービスについては、メインフレーム需要の低下に伴い基

本ソフトウェアが減少したものの、ハードウェアについては、ハードディスクドライブや第３世代データ
通信用基地局等が好調に推移したことにより、部門全体では、前年同期比７％増の４，８０４億円となり
ました。 
営業損益については、前年同期に赤字を計上したハードディスクドライブが黒字化したこと等により、

前年同期の２６７億円の営業損失から、５６億円の営業利益となりました。 
（注）ハードディスクドライブ事業は、１２月決算会社である日立グローバルストレージテクノロジーズ（日立ＧＳＴ）が

行っており、３月決算会社である当社の２００４年度第１四半期決算においては、日立ＧＳＴの２００４年１－３月

の数値を計上しています。 
 
[電子デバイス] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高 ３，３７８億円 （１２２％） 
営 業 利 益 １６３億円 （ － ％） 

 
電子デバイス部門の売上高は、携帯電話向けTFT液晶や平面テレビ向け大型TFT液晶の伸長によってディ

スプレイが増収となった他、半導体製造装置の伸長等によって日立ハイテクノロジーズが増収となり、前
年同期比２２％増の３，３７８億円となりました。 

営業損益については、ディスプレイの大幅な改善等により、前年同期の６９億円の営業損失から、 
１６３億円の営業利益となりました。 
 
[電力・産業システム] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高 ５，１７９億円 （１０５％） 
営 業 損 失 △６１億円 （ － ％） 

 
電力・産業システム部門の売上高は、電力設備が低調に推移したものの、業務用空調機器や産業機械が

好調に推移し、鉄道システムの大口案件を計上した他、日立建機が海外市場向けを中心に伸長したこと等
から、部門全体では、前年同期比５％増の５，１７９億円となりました。 
営業損益については、日立建機が増益となりましたが、電力設備の損益が悪化した他、国内の環境プラ

ント案件での追加作業発生に伴う費用負担等により、前年同期の２９億円の営業利益から、６１億円の営
業損失となりました。 
 
[デジタルメディア・民生機器] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高 ３，３３４億円 （１１３％） 
営 業 利 益 ５２億円 （ － ％） 

 
デジタルメディア・民生機器部門の売上高は、プラズマテレビや光ストレージが伸長したこと等により、

部門全体では前年同期比１３％増の３，３３４億円となりました。 
営業損益については、光ストレージや液晶プロジェクタ等が伸長した他、白物家電もルームエアコンや

掃除機が増益となり、部門全体では、前年同期の４億円の営業損失から、５２億円の営業利益となりまし
た。 
（注）光ストレージ事業は、１２月決算会社である日立ＬＧデータストレージ（ＨＬＤＳ）が行っており、３月決算会社で

ある当社の２００４年度第１四半期決算においては、ＨＬＤＳの２００４年１－３月の数値を計上しています。 
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[高機能材料] 
 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 

売 上 高 ３，６３８億円 （１１９％） 
営 業 利 益 １８３億円 （４１６％） 

 
高機能材料部門の売上高は、日立化成工業、日立金属、日立電線が、いずれもエレクトロニクス関連製

品を中心に好調に推移した他、２００４年４月からＮＥＯＭＡＸ（旧住友特殊金属）を連結子会社化した

影響もあり、部門全体では前年同期比１９％増の３，６３８億円となりました。 

営業利益については、エレクトロニクス関連製品が好調に推移したこと等により、前年同期比３１６％

増の１８３億円となりました。 
 
[物流及びサービス他] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高  ２，９２６億円 （ ９５％） 
営 業 利 益 １５億円 （ － ％） 

 
物流及びサービス他部門の売上高は、日立物流や日立モバイルが好調に推移しましたが、海外の販売会

社における半導体販売業務のルネサステクノロジへの移管の影響等により、部門全体では前年同期比５％

減の２，９２６億円となりました。 

営業損益については、日立物流及び海外販売会社の改善により、前年同期の３０億円の営業損失から、

１５億円の営業利益となりました。 
 
[金融サービス] 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
売 上 高  １，２９０億円 （ ９７％） 
営 業 利 益  ４９億円 （１１９％） 

 
金融サービス部門の売上高は、低金利の影響や個人向け自動車ローンの減少により、前年同期比３％減

の１，２９０億円となりました。 
営業利益については、日立キャピタルが、資金調達コスト低減を図ったことによって増益となったこと

等から、前年同期比１９％増の４９億円となりました。 
 
(3)国内・海外売上高の概況 
 

 ２００４年度第１四半期 （前年同期比） 
国 内 売 上 高  １兆２，５４９億円 （１０５％） 
海 外 売 上 高  ８，０８４億円 （１１６％） 

う ち ア ジ ア ３，４３８億円 （１１４％） 
う ち 北 米  ２，２０５億円 （１０３％） 
う ち 欧 州 １，８２９億円 （１３７％） 
うちその他の地域 ６１０億円 （１２０％） 

 

国内売上高は、電力設備や産業用機械が振るわなかったものの、プラズマテレビ等のデジタルメディア

機器や、電子部品、材料等のエレクトロニクス関連製品が伸長したこと等により、前年同期比５％増の 

１兆２，５４９億円となりました。 

海外売上高は、ハードディスクドライブや光ストレージが伸長した他、日立建機が海外市場を中心に売

上高を伸ばしたこと等から、前年同期比１６％増の８，０８４億円となりました。 
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(4)設備投資・減価償却費・研究開発費 
 

設備投資（完成ベース、営業用資産を除く）は前年同期比２０％増の７２２億円、減価償却費（営業用

資産を除く）は前年同期比２％減の７８９億円となり、研究開発費は前年同期比１０％増の８６９億円 

（対売上高比４．２％）となりました。 
 
財政状態
 
(1)キャッシュ・フローの状況 
 

 ２００４年度第１四半期 （ 前年同期比増減 ） 
営業活動に関するキャッシュ・フロー △１７５億円 （ ５３億円 ） 
投資活動に関するキャッシュ・フロー △１，３６４億円 （ １２２億円 ） 
フリー・キャッシュ・フロー △１，５４０億円 （ １７５億円 ） 
財務活動に関するキャッシュ・フロー ２８６億円 （ １１３億円 ） 

 
キャッシュ･フローについては、営業活動に関するキャッシュ･フローは、季節性による棚卸資産の増加

や賞与・税金の支払等がありましたが、当期純利益の増加もあり、前年同期に比べて５３億円支出額が減 
少し、１７５億円の支出となりました。投資活動に関するキャッシュ･フローは、賃貸資産を含めて 
２，２７０億円の設備投資を実施しましたが、リース債権の回収等を促進した結果、前年同期に比べて 
１２２億円支出額が減少し、１，３６４億円の支出となりました。 

 
これにより、営業活動に関するキャッシュ･フローと投資活動に関するキャッシュ･フローを合計したフ

リー･キャッシュ･フローは、前年同期比１７５億円改善し、１，５４０億円の支出となりました。 
 

また、財務活動に関するキャッシュ･フローは、前年同期に実施した自己株式の取得の影響によって支出額

が減少したこと等により、前年同期比１１３億円収入額が増加し、２８６億円の収入となりました。 
これらの結果、現金及び現金等価物は、当四半期中に１，２２３億円減少し、６，４２０億円となりま

した。 
 
(2)財政状態 
 
 

 

 ２００４年度第１四半期 （ 前 期 末 比 増 減 ）

総 資 産 ９兆６，５０５億円 （ ６０２億円 ）

負 債 合 計 ６兆６，３８２億円 （ １４９億円 ）

う ち 有 利 子 負 債 ２兆５，９６０億円 （ ９８５億円 ）

少 数 株 主 持 分 ８，３９７億円 （    ４０９億円 ）

株 主 資 本 ２兆１，７２４億円 （  ４３億円 ）

株 主 資 本 比 率 ２２．５％ （ ０．１ ポイント悪化 ）

Ｄ／Ｅレシオ(少数株主持分含む) ０．８６倍 （ ０．０２ポイント悪化 ）

 総資産は、当社の売上が増加する第２四半期に向けて棚卸資産が増加した他、当四半期より、 
ＮＥＯＭＡＸを連結子会社化した影響等により、前期末（２００３年度末）比６０２億円増の  
９兆６，５０５億円となりました。有利子負債は、前期末比９８５億円増の２兆５，９６０億円となりま

した。株主資本は、前期末比４３億円増の２兆１，７２４億円となり、株主資本比率はほぼ前期末並みの

２２．５％となりました。Ｄ／Ｅレシオ（少数株主持分含む）もほぼ前期末並みの０．８６倍となりまし

た。 
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２００４年９月中間期連結決算の見通し 

 

  ２００４年９月中間期   （前年同期比） 
売 上 高 ４兆１，５００億円 （１０３％） 
営 業 利 益 ９００億円 （４４５％） 
税 引 前 当 期 純 利 益 ８００億円 （ ８８％） 
少数株主持分控除前利益 ４３０億円 （３００％） 
当 期 純 利 益 ２５０億円 （４６４％） 

 
米国経済は、減税効果が薄れることや超低金利政策の解除による景気減速の懸念はあるものの、引き続

き拡大が続くものと予想しております。また、米国を中心としたIT関連機器の需要増加と中国の国内需要

の増加に支えられアジア経済も拡大が期待される他、欧州経済についても緩やかな回復の継続を見込んで

います。 

 また、日本経済については、米国経済と中国経済の好調による輸出の増加や、設備投資の好調の持続、

雇用・所得環境の若干の改善が個人消費を下支えすること等から、好調が継続するものと予想しています。 

 
  こうした中で、当社は、「ｉ.ｅ. ＨＩＴＡＣＨＩプランⅡ」に従い、当グループ内の経営資源を活用し

た新事業創出と注力事業の強化を進め、高収益体制への構造改革、財務体質の強化等を進めていきます。 
 
  ２００４年９月期の業績見通しについては上記の数値を変更しておりません。なお、為替レー

トは１０５円／ドルを想定しています。（注） 

 

 
 （注）本資料に記載されている当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。その

要因のうち、主なものは以下の通りです。 

• 急激な技術変化（特に情報通信システム部門及び電子デバイス部門） 
• 新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社及び子会社の能力 
• 市場における製品需給の変動及び価格競争の激化（特に情報通信システム部門、電子デバイス部門及びデジタルメ

ディア・民生機器部門） 
• 為替相場変動（特に円／ドル相場） 
• 資金調達環境（特に日本） 
• 製品需給及び為替変動に対応する当社及び子会社の能力 
• 主要市場（特に日本、米国及びアジア）における経済状況及び貿易規制等各種規制 
• 自社特許の保護及び他社特許の利用の確保（特に情報通信システム部門及び電子デバイス部門） 
• 製品開発等における他社との提携関係 
• 日本の株式相場変動 

 
以上 
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比 較 連 結 損 益 計 算 書

（単位：百万円）

科        目
2004年度第1四半期 2003年度第1四半期 前   年

自2004年4月  1日 売上高 自2003年4月  1日 売上高 同期比
至2004年6月30日 比 至2003年6月30日 比

％ ％ ％

売 上 高 2,063,424  100.0 1,895,963  100.0 109  

売 上 原 価 1,589,229  77.0 1,445,910  76.3 110  

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 436,507  21.2 483,786  25.5 90  

営 業 利 益 ( 損 失 ) 37,688  1.8 △33,733  △1.8 －

営 業 外 収 益 17,509  17,321  101  

（ 受 取 利 息 及 び 配 当 金 ） (7,151) (7,543) (95) 

（ 雑 収 益 ） (10,358) (9,778) (106) 

営 業 外 費 用 9,367  14,507  65  

（ 支 払 利 息 ） (6,961) (7,941) (88) 

（ 雑 損 失 ） (2,406) (6,566) (37) 

税引前当期純利益(損失) 45,830  2.2 △30,919  △1.6 －

法 人 税 等 20,092  3,243  620  

少 数 株 主 持 分

控 除 前 利 益 ( 損 失 ) 25,738  1.2 △34,162  △1.8 －

少 数 株 主 持 分 9,700  4,240  229  

当 期 純 利 益 ( 損 失 ) 16,038  0.8 △38,402  △2.0 －

日立製作所　連結（未監査）
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比 較 連 結 貸 借 対 照 表

（単位：百万円）

資産の部 負債及び資本の部

科        目
2004年度
第１四半期末

2003年度末
比較増減 科        目

2004年度
第１四半期末

2003年度末
比較増減

(2004年6月30日現在) (2004年3月31日現在) (2004年6月30日現在) (2004年3月31日現在)

流動資産 5,261,626 5,219,942 41,684 流動負債 3,932,893 3,911,054 21,839 

現金及び現金等価物 642,065 764,396 △122,331 短 期 借 入 金 1,302,149 1,183,463 118,686 

短 期 投 資 196,768 177,949 18,819 支払手形及び買掛金 1,215,469 1,287,614 △72,145 

受取手形及び売掛金 2,053,129 2,186,529 △133,400 その他の流動負債 1,415,275 1,439,977 △24,702 

リ ー ス 債 権 484,960 451,753 33,207 固定負債 2,705,400 2,712,321 △6,921 

棚 卸 資 産 1,330,005 1,123,406 206,599 長 期 債 務 1,293,933 1,314,102 △20,169 

その他の流動資産 554,699 515,909 38,790 その他の固定負債 1,411,467 1,398,219 13,248 

投資及び貸付金 897,835 908,962 △11,127 少数株主持分 839,763 798,816 40,947 

有形固定資産 2,276,926 2,232,862 44,064 資本 2,172,474 2,168,131 4,343 

その他の資産 1,214,143 1,228,556 △14,413 資 本 金 282,032 282,032 －

資 本 剰 余 金 552,038 551,690 348 

利 益 剰 余 金 1,759,630 1,760,435 △805 

その他の包括損失
累 計 額

△388,981 △393,864 4,883 

自 己 株 式 △32,245 △32,162 △83 

資産合計 9,650,530 9,590,322 60,208 負債及び資本合計 9,650,530 9,590,322 60,208 

その他の包括損失累計額　内訳

科        目
2004年度
第1四半期末 2003年度末 比較増減

為 替 換 算 調 整 額 △92,330 △95,786 3,456 

最小年金債務調整額 △329,636 △329,536 △100 

有 価 証 券 未 実 現
保 有 損 益 純 額

33,669 31,499 2,170 

金 融 派 生 商 品 に
関 わ る 損 益 純 額

△684 △41 △643 

合 計 △388,981 △393,864 4,883 

日立製作所　連結（未監査）
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比 較 連 結 キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 計 算 書

（単位：百万円）

2004年度
第１四半期

2003年度
第1四半期

前　年

項　　　　　　　　　　　　　目 同期比

１．営業活動に関するキャッシュ・フロー

当期純利益（損失） 16,038   △38,402   54,440   

当期純利益（損失）から営業活動に関する

キャッシュ・フローへの調整

有 形 固 定 資 産 減 価 償 却 費 104,453   107,806   △3,353   

売 上 債 権 及 び 棚 卸 資 産 の 減 少 44,799   43,447   1,352   

買 入 債 務 の 減 少 △96,837   △93,683   △3,154   

そ の 他 △85,980   △42,059   △43,921   

営業活動に関するキャッシュ・フロー △17,527   △22,891   5,364   

２．投資活動に関するキャッシュ・フロー

短 期 投 資 の 増 加 △17,806   △29,675   11,869   

賃貸資産及びその他の有形固定資産の取得及び売却 △210,343   △169,102   △41,241   

投資有価証券及び子会社株式の取得及び売却 14,589   9,987   4,602   

リ ー ス 債 権 の 回 収 90,423   72,115   18,308   

そ の 他 △13,350   △32,046   18,696   

投資活動に関するキャッシュ・フロー △136,487   △148,721   12,234   

フリー・キャッシュ・フロー △154,014   △171,612   17,598   

３．財務活動に関するキャッシュ・フロー

社 債 及 び 借 入 金 の 増 加 41,713   63,150   △21,437   

配 当 金 の 支 払 △15,374   △9,357   △6,017   

少 数 株 主 に 対 す る 配 当 金 の 支 払 △6,551   △6,574   23   

そ の 他 8,813   △30,013   38,826   

財務活動に関するキャッシュ・フロー 28,601   17,206   11,395   

４．現金及び現金等価物に係る為替換算差額 3,082   833   2,249   

５．現金及び現金等価物の減少 △122,331   △153,573   31,242   

６．現金及び現金等価物の期首残高 764,396   828,171   △63,775   

７．現金及び現金等価物の第１四半期末残高 642,065   674,598   △32,533   

自 2004年4月 1日

至 2004年6月30日

自 2003年4月 1日

至 2003年6月30日

日立製作所　連結(未監査)
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セ グ メ ン ト 情 報

（１）事業部門別売上高・営業損益 （単位：百万円）

2004年度第1四半期 2003年度第1四半期 前   年
同期比

構成比 構成比

情 報 通 信 シ ス テ ム 480,439  19 ％ 446,939  20 ％ 107 ％

電 子 デ バ イ ス 337,891  14 277,615  12 122

売 電 力 ・ 産 業 シ ス テ ム 517,916  21 494,571  22 105

ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ ・ 民生機器 333,415  14 295,941  13 113

上 高 機 能 材 料 363,893  15 305,585  13 119

物 流 及 び サ ー ビ ス 他 292,639  12 307,242  14 95

高 金 融 サ ー ビ ス 129,040  5 133,176  6 97

小 計 2,455,233  100 2,261,069  100 109

消 去 又 は 全 社 △391,809  － △365,106  －   －

合 計 2,063,424  － 1,895,963  － 109

情 報 通 信 シ ス テ ム 5,694  12 ％ △26,754  － ％   － ％

電 子 デ バ イ ス 16,342  36 △6,995  －   －

電 力 ・ 産 業 シ ス テ ム △6,156  △13 2,936  －   －

営 ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ ・ 民生機器 5,236  11 △459  －   －

業 高 機 能 材 料 18,321  40 4,404  － 416

損 物 流 及 び サ ー ビ ス 他 1,549  3 △3,079  －   －

益 金 融 サ ー ビ ス 4,956  11 4,171  － 119

小 計 45,942  100 △25,776  －   －

消 去 又 は 全 社 △8,254  － △7,957  －   －

合 計 37,688  － △33,733  －   －

（注）各部門の売上高は、部門間内部売上高を含んでいます。

（２）国内・海外売上高 （単位：百万円）
2004年度第1四半期 2003年度第1四半期 前   年

同期比
構成比 構成比

1,254,971  61 ％ 1,198,041  63 ％ 105 ％

ア ジ ア 343,879  16 300,443  16 114

北 米 220,555  11 213,149  11 103

欧 州 182,998  9 133,602  7 137

そ の 他 の 地 域 61,021  3 50,728  3 120

808,453  39 697,922  37 116

合 計 2,063,424  100 1,895,963  100 109

国 内 売 上 高

海 外 売 上 高

自2004年4月1日

至2004年6月30日

自2004年4月1日

至2004年6月30日

自2003年4月1日

至2003年6月30日

自2003年4月1日

至2003年6月30日

日立製作所　連結（未監査）
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株式会社日立製作所

１．決算概要 (単位：億円)

前年 前年

同期比(%) 同期比(%)

換算為替レート(円/ドル)

設備投資額(完成ベース) 1,802  103  2,253  125  

604  89  722  120  

1,198  111  1,531  128  

減価償却費 1,078  93  1,044  97  

うち一般用 808  86  789  98  

うち営業用 269  121  255  95  

研究開発費 787  87  869  110  

対売上高比率(%) 4.2              - 4.2              -

1株当り株主資本(円)

手元資金(億円)

有利子負債(億円)
従業員数(人)

国内

海外

連結子会社数(社)

国内

海外

２．部門別海外売上高 (単位：億円)

前年 前年
同期比(%) 同期比(%)

情報通信システム 1,420  232   1,675  118   

電子デバイス 1,055  83   1,373  130   

電力･産業システム 1,255  135   1,585  126   

デジタルメディア･民生機器 1,216  98   1,287  106   

高機能材料 774  99   1,087  140   

物流及びサービス他 1,159  82   975  84   

金融サービス 96  105   99  103   

消去又は全社 0          　 - 0             -

6,979  110   8,084  116   

以 上

合  計

うち一般用

うち営業用

658.76        

2004年6月末

96,248        

978        

8,388        

243,136        

25,960        
339,384        

2004年7月29日

2004年度第１四半期決算補足資料（連結）

在外会社損益計算書

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期

110    　        -119              -

326,344        

237,880        

88,464        

956        

2004年3月末

657.42        

9,423        

24,975        

2003年度第１四半期 2004年度第１四半期

545        

411        

550        

428        



 1

2004 年 7 月 29 日 

株式会社 日立製作所 

 

情報通信システム、ディスプレイ及びデジタルメディアに関する補足資料 

 

*1 セグメント情報及び営業利益(損失)は、日本基準に基づいて作成しています。 

 

１．情報通信システム 

(１)売上高・営業利益(損失) *2  *3                                             (単位：億円) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

 前年同期比  前年同期比 

売上高 4,469 111% 4,804 107%

ソフト/サービス 1,889 98% 1,866 99% 

ハード 2,580 121% 2,938 114%

営業利益(損失) △267 － 56 －

*2 2003 年 4 月 1 日に、全てのハードディスクドライブ事業を、子会社の日立グローバルストレージテ

クノロジーズ(日立ＧＳＴ)に統合しました。日立ＧＳＴは、2003 年 1 月 1 日に営業を開始した 12

月決算会社であり、3月決算会社である当社の 2004 年度第 1四半期の決算数値においては、日立Ｇ

ＳＴの 2004 年 1-3 月の数値が含まれています。 

*3 各製品等の数値は、情報通信システムセグメントの内部取引相殺消去後の数値です。 

 

(２)製品別売上高内訳 *2  *3                                                   (単位：億円) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

 前年同期比  前年同期比 

売上高 4,469 111% 4,804 107%

 ソフト/サービス計 1,889 98% 1,866 99%

  ソフト 370 88% 363 98%

 サービス 1,519 101% 1,503 99%
 

ハード計 2,580 121% 2,938 114%

  ストレージ *4 1,299 158% 1,528 118%

  サーバ *5 286 99% 205 72%

  ＰＣ *6 293 89% 300 102%

  通信ネットワーク 295 160% 349 118%

  その他 407 81% 556 137%

*4 ディスクアレイサブシステム、ハードディスクドライブ等 

*5 汎用コンピュータ、ＵＮＩＸサーバ、スーパーコンピュータ等 

*6 クライアントＰＣ、ＰＣサーバ等 

 

(３)SAN/NAS ストレージソリューション事業                                   (単位：億円) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

 前年同期比  前年同期比 

売上高 620 103% 620 100%

 



 2

(４)ハードディスクドライブ事業 *7 *8 *9                                                       

2003 年度第 1四半期 2004 年度第 1四半期 

(2003 年 1-3 月)  (2004 年 1-3 月) 

連結決算上の計上時期 

(出荷時期) 

参考値 *15  前年同期比 *16

 売上高(億円) 773 1,041 1,126 146% (108%)

 営業利益(損失)(億円) △144 △145 70 － ( － )

 出荷台数(万台) *10 690 930 1,090 158% (118%)

 1.8/2.5 インチ *11 350 560 630 178% (113%)

 

民生・ 

情報機器 3.5 インチ *12 290 290 350 119% (119%)

 サーバ *13 40 70 90 226% (135%)

 エマージング *14 6 6 25 388% (388%)

                                                 

2004 年度第 2四半期 

 (2004 年 4-6 月) *17 

連結決算上の計上時期 

(出荷時期) 

前年同期比 

 売上高(億円) 1,039 90%

 営業損失(億円) △21 －

 出荷台数(万台) *10 960 97%

 1.8/2.5 インチ *11 590 106%

 

民生・ 

情報機器 3.5 インチ *12 220 66%

 サーバ *13 100 127%

 エマージング *14 45 338%

*7 各数値は内部取引を含んでいます。 

*8 2002 年 12 月 31 日にＩＢＭ社のハードディスクドライブ事業を買収し、2003 年 1 月 1 日から、子

会社日立グローバルストレージテクノロジーズ(日立ＧＳＴ)としました。日立ＧＳＴは、12 月決算

会社であり、3 月決算会社である当社の 2004 年度第 1 四半期決算においては、日立ＧＳＴの 2004

年 1-3 月の数値を計上しています。また、2003 年 4 月 1 日付で当社が従来から有していたハードデ

ィスクドライブ事業を日立ＧＳＴに統合していますが、統合以前の日立のハードディスクドライブ

事業の 2003 年 1-3 月の数値は、当社の 2003 年 3 月期決算に計上しています。 

*9 2004 年 3 月期決算発表時より一部の製品区分名称を変更しました。新名称「民生・情報機器」のう

ち、「1.8/2.5 インチ」は旧名称「モバイル」、「3.5 インチ」は旧名称「デスクトップ」です。 

*10  出荷台数は 10万台未満を四捨五入しており、エマージングのみ 1万台未満を四捨五入しています。 

*11  ノートＰＣ向け(2.5 インチ)、民生機器向け(1.8 インチ)等 

*12  デスクトップＰＣ及び民生機器向け(3.5 インチ)等 

*13  ディスクアレイサブシステム及びサーバ向け(3.5 インチ)等 

*14  携帯型情報機器向け(1 インチ)、車載向け(2.5 インチ)等 

*15 参考値は、統合以前の日立のハードディスクドライブ事業と日立ＧＳＴの事業の売上高および出

荷台数を合算した数値であり、当社のハードディスクドライブ事業の 2003 年 1-3 月の状況を示し

ています。 

*16 前年同期比のカッコ内の数値は前年同期の参考値との比較。 

*17 2004 年 4-6 月のハードディスクドライブ事業の実績は、当社の 2004 年度第 2 四半期(2004 年 7-9

月)の決算に計上されます。 
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２．ディスプレイ 

(１)売上高・営業利益(損失)                                                     (単位：億円) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

 前年同期比  前年同期比 

売上高 535 93% 661 124%

営業利益(損失) △69 － 31 －

 

(２)液晶売上高                                                                 (単位：億円) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

  前年同期比  前年同期比 

売上高 470 100% 600 128%

 大型 260 72% 275 106%

 中小型 210 191% 325 155%

 

３．デジタルメディア 

主要製品の出荷台数 *18                              (単位：万台) 

2003年度第1四半期 2004年度第1四半期  

 前年同期比  前年同期比 

光ディスクドライブ *19 1,300  108% 1,600 123%

プラズマディスプレイ *20 4 200% 8 200%

プロジェクションテレビ  9 129% 7 78%

*18 1 万台未満を四捨五入しており、光ディスクドライブのみ 100 万台未満を四捨五入しています。 

*19 日立ＬＧデータストレージ(ＨＬＤＳ)は、12 月決算会社であり、3 月決算会社である当社の 2004

年度第 1四半期の決算数値においては、ＨＬＤＳの 2004 年 1-3 月の数値が含まれています。 

*20 プラズマテレビ及びプラズマモニターの合計値。 

 

 

以  上 
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